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Japan Users Association of Information Systems 

ユーザーの要求が未来を切り拓く 
－イノベーションで企業を変える、日本が変わる－ 

【ご参考】 

一般社団法人日本情報システム・ユーザー協会（JUAS） 

 沿革 
  1962年4月 日本データ・プロセシング協会創立 
  1992年7月 社団法人 日本情報システム・ユーザー協会に拡充改組 
  2012年4月 一般社団法人 日本情報システム・ユーザー協会 
 

 役員 
  理事40名 監事3名 
  会  長 石原 邦夫  東京海上日動火災保険株式会社 相談役 
   

 事務局 
  専務理事 金    修 
  常務理事 浜田 達夫 
  常務理事 山田 信祐 
  所在地   東京都中央区日本橋堀留町1-10-11 
 

 会員数（2013年5月1日現在） 
  正会員Ａ    ：200社 ＋6社（2013.4.1からの増減） 
  正会員Ｂ     ：143社 ＋6社 
  正会員Ｃ    ：2,469社 ＋353社 
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ユーザーの要求が未来を切り拓く 
－イノベーションで企業を変える、日本が変わる－ 

【ご参考】 

JUAS活動への参加人数の推移 
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ユーザーの要求が未来を切り拓く 
－イノベーションで企業を変える、日本が変わる－ 

 
期待する成果 

 
企業で変えるもの 

新商品・サービスによる 
顧客の確保 

業務プロセスの変革 

人の気持ちの変革 

JUASの活動方向 

基準値・常識の 
創出・提供 

ベストプラクティス 
の探索・紹介 

考え方のヒント 

見える化→ 
ＰＤＣＡ 

企業競争力 
の向上 

産業情報システム 
の活性化 

【ご参考】  

JUAS活動コンセプト  

情報交換の場 
↓ 

情報提供できるＪＵＡＳへ 
基礎研究の重視と発想の転換 

イノベーション経営を後押しするJUAS！ 

IT子会社 

ユーザ企業 官庁 

学界 

SIベンダ メーカ 
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【ご参考】ＪＵＡＳ活動 

フォーラム 
ＣＩＯフォーラム（３）  
ＩＴ部門経営フォーラム（５） 
ＩＴ企業ＴＯＰフォーラム（３） 
ＩＴグループ会社経営フォーラム（３）  
グローバルフォーラム★ 

研究会 
 テーマ型研究会 

ＩＴインフラ研究会   
ＩＴサービスマネジメント研究会  
企業リスクマネジメント研究会 
ビジネスプロセス研究会 
データマネジメント研究会  
組織力強化研究会  
ＩＴ人材キャリア形成研究会 

研究プロジェクト 
   システム開発・保守QCD研究プロジェクト 
   ＪＩＩＰ（Japan industry Innovation project) 

オープンセミナー 

オーダーメイド研修 

教材開発・出版 

会員活動 

海外研修・調査 

会員研修会 
JUASアカデミー 
関西アカデミー 

公開事業 
サマースクエア 
ＪＵＡＳスクエア 

JUAS FUTURE ASPECT 

  調査事業 
・企業IT動向調査 
・ソフトウェアメトリックス 

政策研究・調査 
CIO戦略フォーラム 

セキュリティ・センター 
  ・プライバシーマーク 

    審査・認証 

 組織力強化普及・調査    

 ＪＵＡＳラボ 
JUASソリューションラボ 
JUASトレンドラボ 

イノベーション 
経営カレッジ 
 （IMCJ) 

教育研修事業 

新人・配転者セミナー 

アドバンスト研究会 
    

テーマ型研究会 
    

 ケース型研究会 
   ケース研究会 
   ビジネスモデル研究会★ 
    

関西支部 
   ＩＴ部門経営フォーラム関西 
   ＩＴ企業ＴＯＰフォーラム関西 
   ＩＴグループ会社経営フォーラム関西 
   ＰＡＲＫ(The place of advanced relationship in Kansai)★ 
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－イノベーションで企業を変える、日本が変わる－ 

【ご参考】  

JUASの研修事業 
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ａ．オープンセミナー
2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度

開催数 68 82 97 135 137 197 152 158

参加人数 1807 2201 2503 2464 2463 2750 2027 2574
会員比率 61.93% 63.47% 64.36% 70.74% 77.99% 74.49% 73.54% 76.76%

ｂ．新人・配転者セミナー
2010年度 2011年度 2012年度 2013年度

参加社数 11 12 14 15

参加人数 15 29 30 37

ｃ．オーダーメイド研修
2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度

企業数 13 11 14 15 14 16 16 18

講座数 19 20 36 27 22 27 26 25
総日数 47 52 64 46 33 45 46 44
受講者数 439 636

ｄ．出版
2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度

種類数 19 41 39 33 41 34 35 35

販売点数 1285 1745 1599 1142 1320 1074 684 950

ｅ．ミニ研修（ＪＵＡＳラボ）
ソリューション・ラボ　：　1回、　トレンド・ラボ　：　3回　　（参考：2013年度実績）

ｆ．イノベーション経営カレッジ
第1期 第2期 第3期 第4期 第5期 第6期 第7期 第8期 第9期 第10期

2009.7-8 2009.10-11 2010.7-8 2010.10-11 2011.7-8 2011.10-11 2012.7-8 2012.10-11 2013.7-8 2013.10-11

受講者数 19 17 15 15 19 15 18 12 12 15

オープンセミナー 

オーダーメイド研修 

教材開発・出版 

海外研修・調査 

 ＪＵＡＳラボ 
JUASソリューションラボ 
JUASトレンドラボ 

イノベーション 
経営カレッジ 
 （IMCJ) 

新人・配転者セミナー 

フォーラム
・ＣＩＯフォーラム（３）
・IT部門経営フォーラム（５）
・IT企業ＴＯＰフォーラム（３）
・ITグループ会社経営フォーラム（３）
・IT部門経営フォーラム関西
・IT企業TOPフォーラム関西
・ITグループ会社経営フォーラム関西
・関西ミドルマネジメントフォーラム
・グローバルフォーラム

研究会

ＩＴインフラ研究会
ＩＴサービスマネジメント研究会
企業リスクマネジメント研究会
ビジネスプロセス研究会
データマネジメント研究会
組織力強化研究会
ＩＴ人材キャリア形成研究会

研究プロジェクト
システム開発・保守QCD研究プロジェクト
JIIP（Japan industry Innovation project)
ビジネス共創研究プロジェクト

オープンセミナー

オーダーメイド研修

教材開発・出版

研修事業
会員活動

海外研修・調査

会員研修会
JUASアカデミー
関西アカデミー

公開事業
サマースクエア
ＪＵＡＳスクエア
JUAS FUTURE ASPECT

政策企画委員会

調査事業
・企業IT動向調査
・ソフトウェアメトリックス

政策研究・調査
・IT経営協議会
（CIO戦略フォーラム）

・IT経営調査
・IT融合フォーラム
・CIO育成カリキュラム
・重要インフラの信頼性
・IT投資可視化

セキュリティ・センター
・プライバシーマーク

審査・認証

組織力強化普及・調査
－ＵＩＳＳセンター－

・情報システムユーザースキル標準
・IT人材モデルキャリア開発
・IT組織力成熟度診断（計画中）

ＪＵＡＳラボ
JUASソリューションラボ
JUASトレンドラボ

イノベーション
経営カレッジ
（IMCJ)

教育研修事業

新人・配転者セミナー

アドバンスト研究会
情報共有研究会
サービスサイエンス研究会
10年後も生き残れるSE研究会
サービスにおける知覚プロセスの考察研究会
Future’20 競争優位・付加価値創出モデル研究会

テーマ型研究会

ケース型研究会
ケース研究会

ワークショップ型研究会

事業プロモート委員会
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ユーザーの要求が未来を切り拓く 
－イノベーションで企業を変える、日本が変わる－ 

【ご参考】改めて 

融合ＩＴ人材が関わるプロセスと担うタスク 
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経済産業省・平成２３年度高度ＩＴ人材キャリア形成支援計画策定事業 
 次世代高度ＩＴ人材モデルキャリア開発計画事業報告書 より 

運
用
と
改
善 
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ユーザーの要求が未来を切り拓く 
－イノベーションで企業を変える、日本が変わる－ ＜経営層からIT部門への期待＞ 拡がる期待領域 

 

 経営層の 6割が「ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの変革」を、8割が「ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛｾｽの変革」を 
 IT部門が担当してくれることを希望 
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＜業種別に見ると＞ 
・ 「ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの変革」を期待さ
れているIT部門が多いは、「金
融」(82.4%)、「重要ｲﾝﾌﾗ」
(69.2%)、「商社・流通」(69.1)で、 
「ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛｾｽの変革」を期待さ
れているIT部門が多いのは、
「金融」(88.2%)、「商社・流通」
(82.8%)、「機械器具製造」(80.6%)
である。 
 
・これは、情報処理自体が業務
の根幹を支えている金融や複雑
なｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝをｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾚﾍﾞﾙで
構築している商社・流通では、IT
がﾋﾞｼﾞﾈｽに深く入り込んでおり、
ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙやﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛｾｽの
変革にITが不可欠となっている
のではないかと考える。 

（C）JUAS 2012 
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ユーザーの要求が未来を切り拓く 
－イノベーションで企業を変える、日本が変わる－ ＜経営層からのIT部門への期待と貢献度＞ 

 

経営層からの期待に対しIT部門が応えられているのは 
「ｼｽﾃﾑの安定稼働(「全体」で92%)とｼｽﾃﾑの構築(85%)」で、 
「ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛｾｽの変革(39%)とﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの変革(22%)」はまだ課題が多い 
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（C）JUAS 2010
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③ビジネス
モデルの変革

（C）JUAS 2011

・従業員規模別では、 「ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓ
ﾃﾞﾙの変革」以外の各分野で
は、規模が大きい企業ほど経営
層の期待に応えられていると回
答した割合が高い。 
 
・業種ｸﾞﾙｰﾌﾟ別では、「金融」は
各分野で経営層の期待に応え
られている割合が高い。（ 「ｼｽﾃ
ﾑの安定稼働」94%、 「ｼｽﾃﾑの
構築」92%、「ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛｾｽの変
革」54%、「ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの変革」
40%） 
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平成24年3月 みずほ情報総研株式会社 「次世代高度IT人材モデルキャリア開発計画事業」報告書より 

ITを活用して新製品・新サービスの創出を
主導する部門として、IT部門は重要な一つ
である。 

新製品・新サービスの創
出における「IT」の重要性
への認識が非常に高く
（50%以上）なってい
る。 

図 3-14 新製品・新サービスの創出におけるITの重要性の変化（ユーザーのみ） 

図 3-11 ITを活用した新製品・新サービスの創出を主導することが最も多い部門（ユーザーのみ） 
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【 背景と経緯 】 
 

世の中では、 
 融合IT人材（次世代高度IT人材改め）が求められ 
 タスクやスキルが定義され始めている。 
ユーザー企業においては、 
 IT要員にビジネスモデル／プロセスの変革 
 を担って欲しいと期待されている。 

超上流源流 開発上流 開発下流 運用

システム

システム
保守・運用

利活用事業戦略・企画の検討

商品サービス

設備

要員・組織

（アウトソーシング）

資材、原料

顧客（販売店）

資金

システムの方向性

システム化計画 要件定義
システム

設計

要求仕様書
(Dream,

Demand,

Desire ）

要件定義書
（Requirement）

基本・
詳細
設計書

コード化

テスト

プログラム

（業務部門が作成） （情報システム部門
又はベンダーが作成）

（ベンダーが担当）

ビジネスモデル検討 業務モデルの検討 情報システムの作成 業務・情報システムの運用

（情報システム部門が
運用し、業務部門が利
活用する）

ユーザー/

ベンダー
総合テスト

製作担当会社のＰＭ

ＳＩ会社のＰＭ

ユーザー企業のＰＭ

今回の講座の範囲

それならば、 
 これまでにIT業務を担当してきた 
 経験や視点から、 
 新たな事業やサービスを創造するための 
 流れを体得できる 
  『IT駆動型の創造塾』 
を企画しよう。 
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３段階の体系化を基にイノベーションの推進を

Technology Architecture

Application Architecture

Data Architecture

Business Architecture

業務改善・標準化 組織改革

ルール改善

ビジネス自体の改革

現場改善

商品・サービスの創造 顧客確保･拡大

境界範囲の抜本見直し
顧客志向、理想

・帰納法→演繹法

・漸進的、革新的

視点

視点

Enterprise

Architecture

コアコンピタンスの見直し

企画設計の流れ

戦略企画

要件定義・運用

要件定義～
総合テスト

経営学・マーケティング

改善技術学
（IE、KT、WD、QC等）

情報工学

リーダーシップ・
コミュニケーション

ビジネスモデル

業務システム

情報システム

ＢＰＭ

ＢＭＤＡ(Business Model Driven Archtecture)

価値発見 サービス 
設計 

事業創出 

フィールド 
アナリティクス 

ビジネスモデルデザイン 

ＩＴデザイン 

データ 
アナリ 
ティクス 

フィールド 
アナリ 
ティクス 

サービスデザイン 

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス 

データ 
アナリティクス 

リソースアサイン 

サービスビジネス 
 プロデュース 

ＩＴプロデュース 

【現場に見る行動や
結果等の定性情報
中心の分析からビジ
ネス創造する流れ】 

【蓄積された統計
データ等の定量情報
中心の分析からビジ
ネス創造する流れ】 

※パターンＡ ※パターンＢ 

裏を取る位置付け
での情報/ﾃﾞｰﾀ収集 

裏を取る位置付け
での現場観察 

こ
の
部
分
を
担
う
人
材 

この部分を担う人材 

この部分を担う人材 
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これからのミドルマネージャーの
基礎スキルとして、ITの本質や可
能性を理解し新たなビジネスサー
ビスの価値を創造するプロセスを
学び、事業部門と共にこれまで以
上の成果をあげるための基礎を5日
間で体感・訓練

事業部門と共に、あるいは事業部
門に対し、新たな付加価値を生む
提案、サポートができるセンスを
磨く

成田空港や成田山などを
現場観察し、実際にサー
ビス企画書を作成
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（合宿を含む全５日間） 

『IT駆動型 新・サービス創造塾』 
 カリキュラムと実績 

※参加実績 第1期 ： 10社10名 
         第2期 ： 14社15名 

 
※役職 ： 課長～リーダークラスが中心 
 
※社会人歴 ： 平均13.7年 （9年～22年） 
 
※現在の担当業務 ： 
 ・企画系 73%、運用系 13％、開発系 7%、保守系 7% 
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『IT駆動型 新・サービス創造塾』 
 成果と評価 

皆さんは、各グループメンバーの所属会社の共同企業体の社員です。以下の発注者から依頼が来ています。
依頼を1つ、または複数選び、グループで現場を見て、ＩＴを活用した新サービスを企画・提案してくださ
い。 
 

（１）エアライン会社「利用者の顧客満足を向上したい」 
（２）成田観光協会「成田への観光客を増やしたい」 
（３）ニュータウン自治会「ニュータウンを活性化させたい」 
（４）大型ショッピングモール「ショッピングモールへの集客を増やしたい」 

演習テーマ 

仮想ビジネスプラン
★「らくらく旅行サービス」

旅行者(主に出張するビジネスマン)の荷物をレンタル化することで時間と労力の削減と

新しい体験を提供する。
★「成田山ガイド付きオンライン予約システム」

現在は埋もれているボランティアガイドサービスをシステム化して大きなビジネスに。

★「大型ＳＣキッズスペース向：子供とつながる映像配信サービス」
大型SCを横断的に有効管理できるキッズスペース運営会社またはSC向けサービス。
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成田市観光協会さまへのご提案
～観光客の増加を狙って～

２０１３／６／１３（木）

2© 2013

１．背景・目的

成田市への観光客Ｕｐを図りたい

≪ご依頼内容≫

コンセプト ： 遠くの京都より、近くの成田へ！！

目 的 ： 成田市訪問機会を提供すると共に、
リピータの創出が可能となるサービス
を提案すること。

≪提案方針≫

４．期待される効果 ５．運営イメージ ６．将来像について

１．背景・目的 ２．成田市の現状 ３．ご提案内容

3© 2013

順位 名称 市町村 2011年 2010年

１ 東京ディズニーランド 浦安市 3,473 3,894

２ 成田山新勝寺 成田市 957※ 1,079※

３ 海ほたるパーキングエリア 木更津市 790 831

４ 幕張メッセ 千葉市 478 519

５ パサール幕張(上・下) 千葉市 460 507

(単位：万人）
千葉県内年間観光客数 ベスト５

出所：「平成２３年千葉県観光入込調査報告書」一部加筆修正

＜参考＞
京都 2011年 約5000万人
奈良 2011年 約4400万人
鎌倉 2011年 約1800万人
（鶴岡八幡宮 正月三が日初詣客 約250万人）
川越 2012年 約620万人

参考資料）各市ホームページより

※成田山新勝寺は、正月三が日で約３００万人の初詣客(年間観光客の３割強！）

鎌倉並みを
目指したい！

鎌倉 2011年 約1800万人
（鶴岡八幡宮 正月三が日初詣客 約250万人）

２．成田市の現状
１．背景・目的 ２．成田市の現状 ３．ご提案内容

４．期待される効果 ５．運営イメージ ６．将来像について
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３．ご提案 狙い１

・平日のあまりイベントがない時期に観光客を呼び込みたい！！
１．町全体として安定して収入が見込め、従業員雇用の安定
２．雇用の安定で企画(イベント)を実施できる余力が産まれる
３．新たなイベントを打つことで更なる集客に繋がる相乗効果が発生

・現在、成田山の参道周辺の観光は正月を筆頭に祝祭日に集客が集中
例：年始めの三が日のみでも約298万人が参拝

節分の時期は1日で約4万人を集客
年間で約1000万人を現在集客している

・しかし節分以降の平日は夏に向かって参拝客が減少していく傾向

特に平日の観光客の少なさは顕著！
※成田山新勝寺の案内所の方 談

１．背景・目的 ２．成田市の現状 ３．ご提案内容

４．期待される効果 ５．運営イメージ ６．将来像について
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３．ご提案 狙い２

成田山のように文化的に重要なものにニーズがあり、しか
も平日に活動する事が多く、安定した顧客となる対象は・・

理由として
１．課外活動で文化的な触れ合い(勉強すること)が求められている
２．ある程度安価での実現が求められている
⇒保護者への負担や税金からなる予算の削減等

３．ある程度まとまった人数の受入が可能なこと

小中高などの学校法人(公立含む)が対象
ではないでしょうか！！！

１．背景・目的 ２．成田市の現状 ３．ご提案内容

４．期待される効果 ５．運営イメージ ６．将来像について
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３．ご提案 内容１

STEP１：
成田山周辺の観光産業（宿泊、飲食、輸送など）で
閑散期にあまり稼動しないサービスを安価で
提供してもらいます

小中高校へ安価で教養ある修学旅行、課外活動プラン
を提供するサービスをご提案いたします！

STEP２：
観光名所に関して観光協会と連携して複数の
プランを作成

１．背景・目的 ２．成田市の現状 ３．ご提案内容

４．期待される効果 ５．運営イメージ ６．将来像について
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４．期待される効果 １

成田観光協会へのメリット

・安定した需要が見込める点
⇒対象は近郊から全国へ広がる可能性あり

･繁忙期外での需要が見込める点
⇒土日祝日や冬、夏休みなどには行けない為、必然的に訪問時期が閑散期へ

･将来的なニーズに繋がる点
⇒思い出から成長した際に再度訪問したくなる心理を突く

・学生が成田観光に来ることで高尚なイメージの獲得

･データ蓄積を傾向分析に活用できる点
⇒次に実施するイベント立案や新サービス立上げの情報元となる

１．背景・目的 ２．成田市の現状 ３．ご提案内容

４．期待される効果 ５．運営イメージ ６．将来像について
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５．運営イメージ

旅行会社

観光協会

実線：キャッシュフロー
点線：サービス

学校

広告掲載料

利用料

課外授業料

課外授業プラン提供

成田市

業務委託費

システム管理
データ分析

管理費
分析料

観光施設

施設利用料

提携ホテル

利用料

１．背景・目的 ２．成田市の現状 ３．ご提案内容

４．期待される効果 ５．運営イメージ ６．将来像について

キャッシュフローについて

5© 2013

≪成田市の強み ： 集客可能な観光地・イベントが多数存在する≫

２．成田市の現状
強みと弱み

日本の文化に触れられる場所
・成田山（新勝寺／公園）・・・

日本を感じるイベント
・着物試着／写経／座禅／･･･

社会体験
・成田空港見学

≪成田市の弱み ： 積極的な集客活動に繋げられていないのでは･･･≫

メニュー化のノウハウ不足により、体系立てた集客活動が出来ていない

観光客層などの統計情報はあるが、有効活用が出来ていない

参考：市役所コメント

１．背景・目的 ２．成田市の現状 ３．ご提案内容

４．期待される効果 ５．運営イメージ ６．将来像について
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５．運営イメージ

旅行会社

学校

課外授業プラン提供サービス

観光協会

観光施設

フロントＨＰ

１．背景・目的 ２．成田市の現状 ３．ご提案内容

４．期待される効果 ５．運営イメージ ６．将来像について

提供サービスについて

データ分析サービス ＥＤＩサービス

イベント管理サービス

課外授業提供システム

・課外授業プラン提供
・しおりの提供

・データ収集・集計
・データ分析・フィードバック

・受発注管理
・各種決算

・各種イベント日程管理
・イベント情報の更新

15© 2013

○首都圏以外もターゲットに、課外授業の提供を！！

→成田空港・国際線の利用地域への展開

→地域の学校と共同して、他県との文化交流も可能

○海外からの修学旅行生をターゲットに、日本の最終訪問地として成田を！！

→地域の学校と共同して、異文化コミュニケーションも可能

→日本最後の日に、日本文化に触れられる場所の提供が可能

コンセプト① ：

６．将来像について

当社サービスを窓口に、成田課外授業プランの提供を！！

１．背景・目的 ２．成田市の現状 ３．ご提案内容

４．期待される効果 ５．運営イメージ ６．将来像について

足で集めた情報のほ
か、現場から導いた仮
説を元に定量的な裏付
け情報も収集

背景、メリットを明確にした
サービス提案

キャッシュフローも含めた
サービス運営イメージを描く

小さく初めて大きく育て
る！サービスの将来像

1 すすめたい, 12, 

80%

2 どちらかといえば

すすめたい, 3, 20%

3 あまりすすめら

れない, 0, 0%

4 すすめない, 0 , 

0% 5 未記入, 0 , 0%

本セミナーは周囲にすすめられますか？

1 すすめたい

2 どちらかといえばすすめたい

3 あまりすすめられない

4 すすめない

5 未記入
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【ご参考】  

JUASの関連研修事業 
 

『イノベーション経営カレッジ』 
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【ご参考】  

JUASの関連研修事業 
 

『情報システム部門 新人・配転者向けプログラム』 
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【ご参考】  

JUASの関連研修事業 
 

『ファクトベースで学ぶ ITマネジメント力アップ集中コース』 

◆ITマネジメントにおいて重要な項目を「ユーザー1000社のIT動向」というファクトを
ベースに、「ユーザー自らが語る事例」「簡単なワークショップ（ラップアップ）」で
一通り学ぶコースです。 
◆IT部門の次世代リーダーの方に最適のコースです。 

リーダーになったら、マネージャーになるなら、
必須の素養であるITマネジメントの要素のうち
今特に関心の高い5項目について学びます。

ITマネジメント IT投資 IT推進組織と
IT人材

システム構築
～経営戦略の実現

IT利活用
～システムライフサイ
クル管理

ユーザー企業約1000社の回答からまとめたIT動
向・取組状況を定量的に確認する。自社の立ち位置
をベンチマークする。

当該テーマに着手する際のポイントや留意点、心
構えを事例から実感する。

簡単なワークショップ（ラップアップ）を行い、各テー
マの実践に向けたマインドを醸成・体得。

◆カリキュラムの4つの特徴◆

同じ立場の方との他流試合・仲間作り！

企業の取組み状況／トレンドを定量的に知る 型としての具体例を学ぶ！

ユーザー自ら語る事例

将来のアクションにつなげる！
ワークショップ（ラップアップ）

他社の同じ立場の方との交流会
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【ご参考】  

JUASの関連研修事業 
 

JUASの考えるイノベーションとその能力養成のための構成要素 

イノベーション実施のための必要知識 （ＪＵＡＳ案Ｖ7）
・問題発見力強化法（関連づける力、質問力、観察力、ネットワーク力、実験力・・クリステンセン）
・問題感知力（何かもっと良い方法があるはずだ。マインドを強化すればセンスもよくなる・・・ＪＵＡＳ）

イノベーション区分 要素 研修項目

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
・
イ
ノ
ベ
∣
シ
ョ
ン

プロダクト
・サービス
イノベーション

（Ａ）

商品・サービス ・技術知識
・創造的発想法 ・クリエイティブシンキング（水平思考）・デザインシンキング、
・改善的発想法 ・ロジカルシンキング（垂直思考）・クリティカルシンキング

顧客 マーケッティング論 ・顧客満足度 ・サービスサイエンス ・ロングテール、フリーミアム

・顧客価値分析・顧客分析（デシル，ＲＦＭ、商品カテゴリー分析）

プロセスイ
ノベーション

（Ｂ）

業務プロセス ・革新ドライバー ・ＢＰＭ ・ＩＥ ・ＡＢＡ ・Tri-Shaping ・Ex-Approach  ・ABC/ABM

情報システム ・技術研修各種 ・ＩＣＴ新技術 ・ＰＭＢＯＫ ・５Ｗ４Ｈ ・FOA .・Communication

パートナー ・ＢＰＯ戦略 （選択と競合）

事業基盤
イノベーション

（Ｃ）

人材 ・社員評価分析 ・モラルアップ法 ・新採用基準 ・社員育成ＭＡＰ

経理 ・財務分析、（収益性、安全性、効率性、資金、財務リスク）分析、管理会計、意欲高揚施策

・Financial Engineering

資本 ・融資と投資改革

組織・制度 ・組織論 ・制度改革 ・風土文化改革

環境 ・環境問題概論 ・個別環境分析

戦略イノベーション 経営戦略 ・Profit Pyramid ・アメーバー経営 ・ＳＥＣＩ ・ライフサイクル分析・Ｂプラン ・ＯＷ ・ＢＭＧ

・５Ｆ分析 ・ＰＩＭＳ

社
会
モ
デ
ル

社会システム
イノベーション

社会システムイ

（民官協力イノベーション）

・スマートシティ ・新交通システム・医療システム ・ＩＴ融合 ・水産農業改革

・マイナンバーの広範囲活用


